
　

～「食」「場」「歩」を活かし、

　「のみのみの」駅利用促進策で

　地域を元気に！

　＆他の無人駅（+地域）にも

　波及効果を！～

フィールドスタディ型政策協働プログラム

石川県　　能美市（のみし）

北陸新幹線
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石川県 能美市（のみし）　　人口49,720人（R4.3.1現在）　面積 84.14k㎡

「2018,2019は『国造ゆず』でお世話になりました。
　　　　2022は『能美根上駅』でおせわになりました。」

JR能美根上駅



駅の概要・課題
【駅の概要】
・能美市唯一の鉄道駅「JR能美根上（のみ ねあがり）駅」
・１日平均乗車人員約1200人（令和元年度）→約1000人（令和3年度）
・市外への通勤・通学者、市内への通学者（高校）が中心
・2013年に駅舎立て替え（橋上化）、2014年に駅名改称（寺井駅→能美根上駅）
・2022年9月～、駅員無人に

【課題】
・駅員無人化による「利用者の不安（特に高齢者や障がい者）」「治安悪化の不安」etc
 →サービス面の維持、治安の維持
・コロナ禍による鉄道利用者の減少、人口減少→駅利用者（鉄道）の増加
・駅前商店街の賑わい減少、空き店舗の増加→駅周辺地域の活性化

石川県 能美市（のみし）



☆2022年度FS☆
「学生と地域が、
 『無人化駅』
 『まちづくり』
 『SDGs』で、
 能美の価値を共創‼」

機　会

石川県 能美市（のみし）

・2020年、能美市が「ＳDGs未来都市」に選定
（2021年にSDGs推進室設置。SDGｓを活かしたまちづくりを推進）
・2022年12月20日、駅開業110周年（参考：東京駅開業108周年）
・2023年、国民文化祭「いしかわ百万石文化祭」、加賀立国・能美誕生1200年記念イベント
・2024年春、北陸新幹線金沢～敦賀間開業（石川県内全線開業、新幹線最寄駅「小松駅」に）
 同時に、並行在来線が第3セクター化（JR西日本→IRいしかわ鉄道）



ミッション

石川県 能美市（のみし）

「食」（ご当地・農業（有機・農薬不使用））

「場」（駅員室、駅前広場等）

「歩」（競歩、キョーホ（共歩・協歩）、ウオーキング）

を活かし、
「のみのみの」駅利用促進策で
地域を元気に！
＆他の無人駅（+地域）にも波及効果を！



・能美根上駅や駅周辺・能美市の現状、
 鉄道利用状況や２次交通の現状・課題を把握（全国の事例も）
・2022年度FS提案を把握

・「食」「場」「歩」を活かし、
  地域住民とともに共創し、提案を具体化、試行
・市内の若者と連携し、SNSで情報発信

学生のみなさんに期待すること

石川県 能美市（のみし）

「あるもの活かし」
「SDGs活かし」で
持続可能な
「まちづくりエンジン
（円陣）」を創るのだ



【スケジュール】

（学生決定後）顔合わせ、キックオフ
        （オンライン）
6月～8月…各種情報収集、調査、
     打合せ（オンライン、随時）
9月…現地活動
10月～11月…SNS情報発信試行
     打合せ（オンライン、随時）  
12月…中間報告・現地打合せ
1月～2月…現地報告に向けた取りまとめ
2月下旬or3月上旬…現地報告会
（3月…現地にて取り組み試行）

パートナー候補・スケジュール

石川県 能美市（のみし）

連携大学※
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※連携大学…北陸先端科学技術大学院大学、金沢大学、金沢学院大学

【パートナー候補】



石川県 能美市（のみし）おまけ　特設サイト「能美市大図鑑」で魅力を発信中！

https://nomishizukan.com/

2次元コード


